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研 究概 要
まず当分野に関わる人事移動に つ い て 記す.
福島和食助教授が本年4月から開設が認められた新分
野 (真菌資源開発分野) の 教授に選出され, 11月1 日付
けで就任した. C O E外国人研究且として 王 腰 (W ang
Li) (中国, 古林大学医学部 ･ 病原生物学教室, 帝帆 研
究課題 : チ ト ク ロ ー ム b過伝子に基づく病原真菌の 同定
と系統解析 , 滞在期間:2001年5月1 E】- 2002年8月31
日ま で の予定) と共同研究が行われ た . C O E非常勤研
究員として 岸 フ ク子博士が昨年に続き採用され, 研究
支援推進員と して佐野文子, 畑 洋子両氏が そ れぞ れ昨
年度に続き採用された . 11月1 日付け で , 矢沢勝清技官
が高分子静性分野 へ , 高分子 離 分野の鎗田響子技官が当
分野 へ 配置変換された . 11月15 日付けで , 佐野, Shaha n a
Shar min 両氏が科学技術振興研究員に採用された .
次 に , 研究者の往来に つ い て記す.
国際協力事業団 (JIC A) の プ ロ ジ ェ ク ト とし て創設
された ブ ラ ジ ル国 カ ン ビ ー ナ ス大学臨床研究 プ ロ ジ ュ ク
ト関係で , 宮治 誠はInte rn ational Sym posiu m ofthe
clin cal Res earch a nd Medical TrainiTlg Proje ct(2001
年1月 略 19日, カ ン ビ ー ナ ス 大学 で 開催) の組織委旦 ,
学術重民 カ ン フ ァ レ ン ス 座長とし て参加し成功裡に導
い た . ま た本学児島昌樹主計課長ならびに本セ ン タ ー 鈴
木保久前事務長の カ ン ビ ー ナ ス 大学視察 (2月9 日- 19
日) へ の 同行, カ ン ビ ー ナ ス 大学と の大学間協定締結の
準備 の た め, 同プ ロ ジ ェ ク ト に滞在した ( 滞在期間 :
2001年1月3日 - 3月2 日). 官給は同プ ロ ジ ェ ク ト に
おけ る共同研究の 打ち合わせ , さ ら に病原真菌実習書 の
共同出版の打ち合わせ の ため訪問した (滞在期間:2001
年5月16日 - 30日). 宮治は JIC Aの 短期専門家と して
同プ ロ ジ ェ ク ト に おける真菌学 に関する調査研究の ため
派遣された . 滞在期間中に千葉大学磯野可 - 学長を迎え ,
大学間協定を締結した (滞在期間: 8月30 日- 9月16 日).
宮治 は JICA の 国内委員と して 訪問, プ ロ ジ ェ ク ト終了
時評価を行 っ た (滞在期間 : 1 1月25日 - 12月 9 日). 同
プ ロ ジ ェ ク ト に関して は, 福島が真菌学, 特に池伝分子
生物学に関わる短期専門家と し て派遣さ れた (滞在期
間 :9月1日 - 9月16日). 佐野も短期専門家と して派過
され
,
シ ン ポ ジ ウ ム 参加と研究打ち合わせを行 っ た ( 滞
在期間 :1月7日 - 1月28日). 同 プ ロ ジ ェ ク ト の ブ ラ ジ
ル側 カ ウ ン タ ー パ ー ト ナ - で あ る A de m arYam an aka
教授が, 千葉大学との国際共同研究 へ の貢献に 対し, ゐ
の はな同窓会功労濃 (国際濃) 受賞式に出席の ため来日
し
, 当 セ ン タ ー を 表敬訪問した (6月22 日- 6月23 El).
Eaoru O kad8. 助教授 (ブ ラ ジ ル , ペ ル ナ ン ブ コ カ ソ
リ ッ ク大学 ･ 環境科学研究所) 那, 文部科学省科学研究
費 (研究課題: ブ ラジ ル に おける土壌中の カ ビ車生産菌
とヒ ト の病原兵菌の 生態 ･ 分布と種多様性) に よる共同
研究の ため来日した ( 滞在期間:2001年6月25 日- 7 月
13 Eu.
Gi8.n nina Ricci氏 (ブ ラジ ル , 国立 サ ン パ ウ ロ 医科大
学, 修士課程大学院生 , ブ ラ ジ ル側指導者 : M arcello
Fran co 病理 ･ 解剖学教室教授, 研究課題 : パ ラ フ ィ ン
包埋した病理組織か らの真菌辻伝子の検出) と共同研究
が行われた (滞在期間 :2001年6月29 E ト 8月9 日).
大荒田素子は ｢食用油膳およぴ油脂過酸化物の免疫系
に及ぼす影響に 閲す一る研究+ に対し日本栄養 ･ 食糧学会
平成13年度奨励賞巷受賞した.
以下 に本年度得られた研究成果の概要に つ い て記すが ,
こ れ ら の多くは病原真商都門内の 共同研究として実施さ
れた.
1 . 黒色酵母 Exophiala spinife ra の 骨組織 ヘ の侵入性
に つ い て の研究.
黒色酵母の - 菌種で ある Ex ophiala spine/eT.a は黒色
真菌症の原因薗の 一 つ で , ま れ で はあるが全身感染を引
き起こす. こ の よ うな場合, 内臓諸器官と共 に 骨組織も
侵され て い る こ とが多く , 骨組織 へ 直接侵饗 し破墳する
活性をも っ て い る可能性がある . こ れ ら の凝問を解明す
る第 一 歩 とし て , 今回は E. BPinifeT
･
a を 用い 本薗に おけ
る わ uitT･0 で の骨組織 ヘ の 侵入の 可能性に つ い て検討し
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た. マ ウ ス 肢骨組織表面に E. 8Pinifera を接種 し組織学
的に観察を行 っ た . そ の 結果, a. splnifeT･a は 骨組織 へ
侵入する ことが認められた . 培養期間2, 4 , 12過 に わ
たり援時的に観察すると E. spiTLlfeT.a は軟骨部な ど骨化
の程度の低い と ころから侵入し, 次第 に骨化 した海綿骨
や撤密骨 へ も侵入し て いく ことが確認さ れた , さ ら に対
照とした菌 (Ca ndlda albic an s, Fo n8eC a ea Pedr os oi, a.
de r m atitidls) に比 べ て侵入の程度が高い こと も観察さ
れた . 以上 の結果か らE. spini/era は骨 へ の 侵入活性が
示され, こ の 活性が全身感染における骨病変の 原因の ひ
と つ であ る可能性が示唆された . ま た, 白魚界 に 溶ける
生物の遺骸骨の 分解者として も, 役割 の 一 端を担 っ て い
る と思われる .
2 . Aca TLt ha m oeba sp , の 病原真菌に対する食食髄 に つ
い て の研究 .
Ac a ntha m o eba は淡水, 海水 , 土壌や空気中 に広く分
布する自由生活性ア メ ー バ頬の 一 種 であり, 近年, こ の
ような Acantha m oeba の感染 に よ る ア カ ン ト ア メ - パ
角膜炎が問題とな っ て い る . ま た病原酵母の 多くも土壌
に生息して おり, ア カ ン ト ア メ ー バ は酵母を捕食 して い
ると の報告もある . そ こ で本実験で は ア カ ン ト ア メ ー バ
と主要病原酵母の 生態的な関連性に つ い て検討 したと こ
ろ, 液体中で の培養にお い て は ア カ ン ト ア メ ー バ お よ び
病原酵母の 種の 組み合わせに より ア カ ン ト ア メ ー バ の 会
食能 は異な る こ とが明らかとな っ た . Cbndida sp . は よ
く捕食さ れ るが , CT3･PtOCO C uS n e OforTTia n Sは措食さ
れない ことがわか っ た .
3 . 感染防衛機構に関する研究 .
パ ラ コ ク シ ジ オ イ デ ス 症は中南米諸国の主要な全身性
其菌症で ､ 我国に と っ て も無視で きな い主要な輸入真菌
症の - つ で あ る . 本症 の原因菌で ある Par a coc cidio de s
br asillen sis (P b) の 感染に 対し ､ ヒ ト 多形核白血球
(P M N) が防御的役割を担 っ て い る か香かは本菌の特殊
性もあ っ て 長年不明であ っ た . 我 々 は木蘭に対する良好
な生菌数測定用培地を開発し , また抗菌試験に お い て 長
時間 (- 7 2時間) 混合培養法を用い る こ と に より マ ウ ス
お よび ヒ ト P M N が本菌に対し静菌効果を発揮する こ と
を明らか に した . ま たIFN-γ , G M- C SF お よ ぴIL- 1β
がP M Nの 抗菌活性 を顕著 に 増強 し ､ 活性化 さ れ た
P M Nは Pt) に対 し殺菌効果 を発揮する場合もある こ と
をim uitr o の 実験 で確敬し､ PM N が本菌感染の 初期 に
お い て重要な防御的役割を担い得ることを明らか に した.
こ の よ うな研究成果を踏ま え本年度は AEOle 系抗真菌
剤で ある Flu c o n a z ole と ヒ ト P M Nの P b に対する相乗
的抗菌効果を検討した と こ ろ, こ れら 二者 の 間に顕著 な
相乗効果が認め られ, さ らに IFN- γ およ ぴ G M-C SF は
こ の相乗的抗菌効果を顕著に増強するこ とが判明した .
以上 の結果は パ ラ コ ク シ ジ オイ デ ス 症患者に 対 しFlu -
c onazole とIF N- γ あ る い は G M-CSF との 併用投与 は
治療効果を顕著に 高め る可能性を示唆して い る .
4
. AIDS/ト児患者の 口 腔内か ら分離さ れ た CαTulLda
dubl加iensis に つ い て の 追跡調査 ,
ブ ラ ジ ル 国力 ン ビ ー ナ ス 大学臨床研究プ ロ ジ ェ ク トと
ならぴ に生態分野との 共同研究で , 昨年度 ブ ラ ジ ル で 第
1例日に相当する C. dublin eTL9is をAID S小児患者の 口
腔内から分離 ･ 同定 し報告 したが , 患児の感染経路は不
明で あ っ た . 患児 の養護に 当 っ て い る祖母の 口 腔内の 真
菌章を爾 ペ たと ころ, 患児と同じD N Aパ タ ー ン を示す
a. dzLbliTmin sis が分離されたの で , 感染経路 は家族内感
染と判明した .
5 . 病原兵菌の ア ポ ト ー シ ス に関する研究 .
PaT
･
aCOC CidloidesbT･a Silie nsis は酵母形で継代すると ,
ある 一 定 の継代数の 後, 継代不可能とな る こ とが知 られ
て い る . そ の ため週1回継代の場合, 15過経過 した ら新
規に 菌糸些か ら酵母型をお こす ことが推奨され て い る .
こ の現象を ア ポ ト ー シ ス の 一 種 と考え, 41株 に つ い て 継
代を15代繰り返したと ころ, 1%ブ ド ウ糖添加 プ レ イ ン
ハ ー ト ･ イ ン フ ュ ー ジ ョ ン 寒天斜面培地で継代不能とな っ
た殊が7株 , 変法Fava Netto 斜面培地で継代不能とな っ
た株が18株あ っ た . こ れら継代不能株は P. br a sllleTL Sis
の 酵母形で の ア ポ ト ー シ ス 研究 に適した株と考えられる.
6 . H istoplasTn a CaPSZLlatum の variety の鑑別 に 関す
る研究.
H . caps ulatELTnに は var . capszLlatu Tn, V A T. duboisii,
v a r. fa T･Cim iTW S u mが あ る が, 最近 の遺伝子解析 に よる
と これらは単に地域的格差で ある可能性が示唆さ れて い
る . しか し, v a r. caps ulatu TTLと v a r, fa r ctmln osu Tnで
はそれぞれ全身感染と粘膜 ･ 皮膚 ･ リ ン パ 管感染と臨床
病型が異るの で , 鑑別 の指標と して , 最高発育温度, 柄
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原性に 関わる り.レ ア
- ゼ活性およびそ の遺伝子配列の決
定に 着手 した . ウ レ ア - ゼ 過伝 子の 部分配 列約300塩
基を決定 した はか , 現綾南の P, bra siliensf8 お よ び
Blasto TnyC e 8deT
･
Tn a出idls に つ い て もそれ ぞれ部分配
列を決定した .
7 . イ ヌ の ヒ ス ト プ ラ ス マ 症 の 過伝子診断法の確立 .
ヒ ス ト プ ラ ス マ 症は熱帯, 亜熟帯, 温帯地域で世界的
に分布する人献共通真菌症で あ るが , E]本で は輸入真菌
症の 1 つ と して取り扱われ て おり, 現在まで に ヒ ト症例
は個人的情報も含め30例以上が確認されて い る . 従来 ,
日本国内における感染例は疑問視されて きたが , 最近 ,
海外流行地との 接触が証明できず国内感鞄を恩わせる ヒ
トやイ ヌ の 症例も報告され はじめて きた の で , ヒ ス ト プ
ラ ス マ 症は, 我が国に も感染源が存在する夷薗感染症と
考え られ る様にな っ て きた. 当セ ン タ ー で は, 昨年か ら
今年にかけて . 皮膚病変を主体とする3例の イ ヌ の 病理
組織診断を依顧された . い ずれの症例もP A S(periodic
acid-Schiff白taining) 陽性の 小型酵母細胞を認め , 真
菌症が疑われ た. こ れ らの パ ラ フ ィ ン 包埋組織より D N A
を抽 出し , P C R法 に よりIT S(Inter n al tr ans cribed
8p8.Ce rS) 1-5.8S-ITS2rRN A遺伝子の検出お よぴシ ー ケ
ン ス の相同性か ら, Histopla s m a capsulatu m に よ る感
簸で ある ことが判明した. そ の 後の 解析に より こ の シ ー
ケ ン ス は 且 caps ulatzLm V AT . fa rciTninos u m(もしくは
H. faT･CiminoszLTn) と相同性が高い ことが判明した . 戟
節 , 本邦 で も2万頑以上の ウ マ の H. farciTTLin o su m に
よ る仮性皮症が記録され て い る . 仮性皮症は ウ マ , ロ バ
等 の 頚部や脚の リ ン ノヾ管やリ ン パ節を特異的に侵すが ,
菌学的に は H. caps ulatum と区別 で きな い . 四足軟か
ら分離され たと いう事実 に よ っ て の み同定されると定義
され てきた. さ ら に海外渡航歴の無い ヒ ト の症例で もH .
fa r ciTnino su Tn に よる感染が確認され て い る こ とか ら,
過去 に ウ マ が飼育され て い た地域で は, 本菌が土壌を汚
染し , 感染源とな っ て い る こ とが考えられる . 日本固有
の ヒ ス ト プ ラ ス マ 症は ヒ ト , 動物を問わず, フ ァ ル シ ミ
ノ ー ズ ム 型 ヒ ス ト プ ラ ス マ 症 である可能性が高 い . 現在,
I TS領域の塩基配列か らH istoplas ma の variety ま で は
言 及で きな い とさ れ て い るが , H. c aps ulatu Tn V A T.
farclmin o suTn は ア ジ ア から南米に およ ぶ 広域を カ バ ー
す る H. c apszLlatu m の 大きな ク ラ ス タ - の 申で , 1 つ の
小さな ク ラ ス タ ー に 属し , 類縁菌とかけ離れて い る こ と
が証明され て い る の で , こ の領域を用い て ヒ ス ト プラ ス
マ症と診断すること は最低限可能と考え て い る . 今乳
他の遺伝子の解析, 疫学甜査お よぴ生菌を分離で きる症
例に よる解明が期待され て い る . I
8 . ヨ ツ エ ビ ハ リ ネ ズ ミ か ら分離さ れた TT.ichophytoTl
m e ntagT
･
OPhyte s v a r, er払acei.
最近 の家庭内飼育動物の流行 をみると, エ キ ゾ チ ッ ク
ペ ･y ト の飼育が大変盛ん に なり, これら動物の真菌症は
今まで考えられて きた真薗を原因菌とするだけで なく,
珍し い菌種に よる症例を考慮に入れて , 同定をする こ と
が重要に な っ て善た. 千葉県内開業獣医師より同定依頼
された ヨ ツ エ ビ ハ リネ ズ ミ から分離さ れた皮膚糸状菌は
IT Sl･ 5.8S-IT S2rR N A遮伝子の 塩基配列に よ る同定で
T. m e ntagrophytes v ar. e rin acei と判明した. こ の症例
は皮Jq 糸状菌症であ っ た の で , 大きな問題に はなら な い
が, 本来日本に は存在しない の で輸入其菌症である . エ
キ ゾチ ッ ク ペ ッ ト からは今まで経験した ことの な い輸入
真菌症の原因菌が分離される ことも想定しなlナればなら
な い .
こ の 他, SSC P法の病原真菌の 同定およぴ穫内多塾解
析 へ の利用に つ い て の検討, 中国で最初の播種性 ト リ コ
ス ボ ロ ン 症原因菌の同定, ブ ラ ジ ル カ ン ビ ー ナ ス 大学付
属病院中央検査部の病原性酵母の 同定と疫学調査, 黒色
兵菌 Fonseca e apedT10 SOiの phe nol oヱidaBeに関する研
究 , 真菌由来の新規二次代謝産物に関する研究, 真菌の
生態, 蘭学 に関するブ ラ ジ ル と の共同研究1j:どに お い て
も成果を得たが, その 詳細は真菌資源開発分野の研究概
要を参風下さい .
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gl nge r and ginge r synerg y with 畠Odiu m chloride
on air-bor n bacteria and is olated fungi vlhich
c o uld be respon sible fo rfo od putr efa ctio n. Te n
percent gl nge rhave a w e ak a nti micr obial effect
on air-bo r ne bacteria a nd culttlred fu ngi us edin
e xpe rim e nts. Sodiu m chlo ride e xhibiteda s ubsta n-
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tialantimicr obialeffect atc onsiderablyhighco n-
ce ntration s. Bllt When co mbin ed with ginger, S o-
diu m chlo ride exhibited a stro ng 8ynergiBtic a n-
timic robial effect atlow er c o n c entr atio n s. When
gl nge r W a sadded to s odiu m chlo ride pill s a c etic
acid, s odinm chloride plu slactic acid, a nd日Odill m
chlo ride pl11 8 ethyl alcohol, allof w hich sho w ed a
synergistic a ntimicr obial effect, c oulden h n c e
thoir syn ergi8tic effect. W hen a co mbin ation of
m oderate a m ount of 80di11 m Chlori de and ginger
w as addedto clC um ber, theye xhibiteda syn e rgi8-
ticfood･ pres ervl ng effect.
2) San o A, Yokoyam a E, Ta m ura M, Mikami Y,
Takahashi I, Fuku shim aIく, M iyaji M, Ni8hirn11 ra
K: Dete ction of gp43and IT Sl-5,8S-IT S2 ri bo -
so mal R NA genesof Par
.aC OC Cidiolde sbT･a Siliensis
in pa r affin-embedded tis s u e. Jpn J Med Myc o1
42:23127, 2001.
pa raco c cidio do myc osis(P C M)is adeep m y-
c o sis c a used by the ther n o-dependent dim orphic
fungu sPa r ac o c cidio desbra sitlensis andispre val-
e ntin Latin Am erican c o u ntries. An in c re a s ein
PC M hasbeen repo rted in rec ent yea r s a nd the
diseaseis n o w re c ognized as on e of the im ported
ftl ngal infectio nsillJapan. To date, m o r e
}tll an
15c a8e8 0f P C M have been r8pO rted in o ll r C O11nt-
ry, and five of the m w er ediagn osed by clinic al
andhi8tOpathologl C al findin 卵 Witho ut m yc ologl-
ca18t11dy. W e ap plied 2nested polym er a se chain
r eaction (P CR)am plific ation m ethodsfo rdete ct-
ing P. br a silie nsisgen e sfr om par affin - e mbedded
tis畠u eSpecim e ns. Sll C Ce Sfully am plified w 8 r e; a
473 basepair sfr喝 m eJ)t Of gp43 ge ne of P. br a-
suie nsis(loca,ted from 741st to 1213rd base), and
a 418I)a se pa lr Sfr agm e nt of 5.8S ribo s o m al
R NA ge n e of P. bT
.
aSllie n sLs which in cludedinter-
n altr an s cribed spa c er s(I TS)1 a nd 2 (located
fr o m131st, atIT Slto 195th atITS2)in pa raffin-
e mbed ded m u rinetiss u esinfe cted withP. bT.aSili-
e nsis yeast cells . T he a uthenticity of the P C R
prodTICtS Was COnfir med by n ucleotide sequenc e
analy8is. T hese r EISults indicate that the tw o n e-
8ted P C Rm ethods m ay be ll Seful fordiagno sis
of P C M.
3) H a昌ebe- Eishi F, Shim ada Y : Dyn amic占 Of actin
a nd a - actinin in nas c ent 7nyOfibrils 8.nd str e s s
fiber s. J Mll S Cle Re sCell Moti121:717-724,2000.
Actin labeled with flt10r8 SC ein i8 0thiocyaninate
(FI TC) a nd a - 且Ctinin labeled withrhod8.min e(rh)
w ere c o-injected into chicl【e mbryonic cardia c my -
ocyte畠a nd fibr obla sts. In c ardio m yo cyteB, FITC-
a ctin w a gdistributed in n o n striatedlines,1inea rly
a r r a ngedpu n ctate stru cture sWithshortinterv als,
a ndcro s畠 IStri8-ted ba nd畠 With r egtla r 8 arC Om eric
inte r vals . rh_ a_ Actinin w a ss e en to bedistributed
in the 8 a m epat te rnin the fo rm e rtw o portion s,
andin the ce nter of e ach striation in the latter
portio n, FlllOre S C e nt r e c o v e ry afterphotobleach-
ing ofstructtl r e BiTIC OrpOrated withthe sefluore81
c e nt a nalogue8 re Ve a18d that excha nge ability of
a ctin dec r e a s ed in this Order, whi18 t.hat of a -
a ctinin wa slow and stable at al1portio n s. Dllring
the tra n sition phase fro m pll n Ctate tO r egtlar
B a r C O m e r e Structure s Of the s e protein畠, Short
spa c ed a - actiTlin dots adjoined each other a nd
al igTl ed with Z bands of n eighboring 皿 yOfibrils.
Itap pe ars thtl〕oththe differencein excha nge ab-
ility betw e en act,ill a nd a - actinin mole c ule 昌 a nd
the m e rge rof a - a ctinin dots during this Phase Of
m yofib ri11oge neBis ar e r elatedto sarc om e r ele ng-
the ning and I- Z -I bru sh form ation ; fusing dots
oflo w - e x cha nge able a- a ctinin m ay pr o videfa vor-
ab18 Sittl atio nsfo r e x changea.bュe actin m olec11es
in filam e nts to elo ngate a nd/o r r e a r r ange. In
fibr obla sts, both FIT C- a ctin 8.nd rh-a - a ctinin
fo r med nonstriated line s. In the s e c ells, eXChan -
ge abilit e s of bothpr otein s w e reh igh andsimila r
in rate. T hi昌 S e e m E)tO indic ate that str e s sfibers
a re c o n stantly exchanging their co mponents fo r
m otile a nd othe r vital ftlnCtion 畠 Of the s e cells.
T he high ex cha ngea.bilitie s of both protein8 in
str e s sfibe r s sho w that the白e fibe r s a r e cle a rly
diffe rent from n o n striated, str e s sイiberlike 8tr u-
ct11 re SOfn a s c ent m yofibrils .
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4) 佐野文子, 上田八千代, 猪股智夫 , EE[村美東 , 池田
輝男 , 亀井克彦, 木内明男, 三上 襲 , 西村和子 ,
宮治 誠 : 本邦で発症したイ ヌ の ヒ ス ト プ ラ ス マ 症
2例に つ い て . 真菌誌 42:217-223, 2001.
ヒ ス トプ ラ ス マ 症は熱帯, 亜熱帯, 温帯地域で 世
界的に 分布する真菌症で , 日本 で は輸入兵菌症の 1
つ と して取り扱われ て い る . 本邦 に おけ る ヒ ト の 症
例は30例以上が確認されて いるが , 海外渡航歴の 解
い患者の 症例も報告され て い る . ま た, イ ヌ で も国
内感染例が1例報告され て い る の で , ヒ ス ト プ ラ ス
マ 症は我が国に も感染源が存在する真菌感染症と考
えられる様にな っ て きた . 我々 は東京都と熊本県で
飼育されて い るイ ヌ の 皮下組織の 肉芽腫性病変と顔
面皮肪を検査した と こ ろ , マ ク ロ フ ァ ー ジ内 に寄生
し て い る ヒ ス ト プ ラ ス マ 様の酵母細胞を礎絶した .
さらに これらの 病理組織の パ ラ フ ィ ン ブ ロ ッ ク より
抽出し た D N A から, リ ボ ソ ー ム R N A遮伝子 の
inte r n altr a ns cribedspacer (ITS) 領域 をP C R法
(polym era 8 e Chain re actions) に より検出し, そ の
塩基配列が Ajetlo myces c aps ulatu sの 同遺伝子傾
城と97A% 以上一 致す る こ とを確認した . よ っ て こ
れらの イ ヌ はA. c apsulatzLSの不完全型で ある HIs-
toplasTn aC aP8ulatuTn の 感染で ある こ とが判明し
た. これ ら の イ ヌ は輸入歴や渡航歴が無く, 本邦で
感染したと推執されるの で , 今後 の疫学的調査が重
要と思われる .
5) Ho 畠O eT, O ka m oto S. Nozaw a K, K aw ai K, O kada
K, Taka.kiGM , FukllShim a K, M iyaji M: New
pe nta n o rlanosta n ederivatives, cladoBpOride B- D ,
a 畠Cha r a cte ristic antifu ngalage nts again stAsper-
gillus/u miga払 s, is olated fr om CladospoT-izLm SP .
J Antil)iot(Tokyo)54:747-750,2001.
6) K in J A, T8血 h shi Y, Ta n aka R, Fuktl Bhim a冗,
Nishim u r aK, M iyaji M: Ide ntification a nd sub-
ty ping of Trichopわ/ton Tn entagTOPhytes by ran -
do m a mplified polym o rphic D N A. Myco 8 e S44 :
15 7-65, 2001.
7) AIvc8SH, Milan E P, Br a n chini MLM , Nishim u ra
K
,
FuknBhim a E
,
Oliveir aL O, Co sta J M,Colom-
bo A L: First isolation of Ca Tulida dublinle n si8
in Rio Gr a nde do Suュ, BrazilDiagn M icrobiol
lnfecD is39: 165- 168, 2001.
8) Calv oB M, Colombo A J, Fiahm an 0, Santiago A,
Tho mpso nA, LaEer a” , TellBS F, Fllku革hin aK,
N ishirn u ra K, Tan aka R, M iyaji M, Bran chini
M L M: AntiftlZlgal811SCeptibility, v arietie白 a nd
electropho retic ka ryoty pe of clinical i801ate8 0f
Cr3)PtOC O Cu 8ne OforTnaTL9fr o m Br azi, Chil8 and
Ve n ezu 8la . J Clin Mic r obio1 39:2348- 2350, 2001.
9) Am o rim R V S, So uza W , Fukush lma K, C色mPO8-
Takaki G M: Faster chitoB a nPrOdtlCtio nfr o m
mtlC Or alea nStrain sin Btlbmergedc ultu re . Br a zili-
8 nJ Micr obio132:20･23, 2001,
10) Shiozaki K R, O kada K, GtlSm a O N B, Niga P.
Falc a oPS, Siva Nli, FukllShitn aK, Nishim tLra a,
M iyaji M, Ca mpo良一Tak&ki G M: Biochemical
m arker8in taxo n o my of Cm niTlgha m clla genl 胤
Rev lb8rO a 皿e ric 8.n a M ic ol 18:123-127,2001.
ll) Un o I, T8.n aka 氏, Br a nchini M L M, Aoki F E,
Yarita K, Sano A, Fukl血im a K, M ika mi Y, Ni-
shim u r aK, M iyaji M: A typic al CT3 PtOC OCC u8
n e ofoTIT n a n Sis olatefr o m an HIV-infectedpatie nt
in Br azil. Jpn a Med Myc o1 4 2:127-132,2001.
12)Ta n ak& 氏, San ° A, Bagagli E, Mo nte negr oM R,
Franc oM
,
M iyaji M , Nishim ura a: Ce r ebriform
colonie8 0f Pa T･a C O C Cidio desbT.aSilie nsiB at ro om
temper attlre is olatedfro m nin e-handed ar madil-
1os(Da sy pus n o t) e m cin ctus). Myc oses44: 9-12,
2001.
13) Mo retti-Branchini M L, Fuktl Shim a E , Schreiber
A Z, Nishim u r aE, Papaiordan o llP M, Traba BS OP,
Ta n aka R
,
M iyajiM : TT･icho spor oTI Speciesinfec-
tionin bon e m ar r o wtran splantedpatie nts. Diagn
M icr obiol Infect Dig39: 161- 64, 2001,
14) Eorie Y, Abliz P, Fukushim 且 K, O k8.da K : Ne o-
s a rto Tya takaki, a n ew specie sfro m s oilinBrazil.
Myc o8Cienc e42:91-95, 2001.
15) W ang i, Yokoyam a E, M iyaji M, Nishim tLr aIく:
Identification, classific ation, a nd phylogeny of
the pathogenic species Ex ophialaje a nselm ei a nd
related spe cies by mito cho ndrial cytochr o TTle a
ge ne a rl aly8is. t7 Clip M icrobio1 39: 4 462-4467,
2001.
1 6)Bis w a sS K, Yokoya m aIく. Kam ei 圧, Nishim ura
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K, M iyaji M: Inhibit o n of hy phal gro wth of
CTandida albican sby a.ctivated la n s opr a EOle, a
novel be n zimida zole proton ptl mp inhibitor, Mod
Myco1 39: 283･285, 2001,
17) Yokoya m a K, W angL, M iyaji M, Nishim ur aK:
Idezltification, clas8ifica.Lion and phylogeny of
t he A speT
･
gillu s s e ctio n N igriinfe r r ed fr o m mito-
chondrial cytochr o m ea ge ne. F E M SMicr obiol
Lett200:241-246, 2001.
18)B isw a sS K, Yokoya ma Iく, NiBhim u ra I(, Miy且ji
M : M olecular phylogen etics of the ge n llBR hodo-
torzLla and related ba 昌idion ycetous y 飽 StSinfe r r-
ed fr om the mitochondrial cytochr o m ea gen e.
btJ Syst EvoI Mic r obio1 51(Pt3)ニ 1191- 192,
BOOl.
19) BiB W aS K, Yokoya m a E, W a ng L, Nisbim ur8. E:,
M iya]
'
i M:Ide ntificatio n of CandLda 血bllnie n sis
basedon the spe cific a mplific atio n of mitochon -
drialcyto chr o m eage ne.Jpna M ed Myco1 42:95-
9 8, 2001.
20) Bisw a sSIく, Yokoya m aK, W a ng L, Ni8him ur aE,
M iyaji M: Nucle otide, protein, r elated a rticle8
ty pl ng Of Cbndida albic an sis olate s by s eqTLe n Ce
a n aly8is ofthe cytochrom eagen eand dif fe r 8 nti-
ation fr om Cra Tldida stellatoide a. aClin M icr obio1
39: 1600-1603, 2001.
著書 . 総鋭. 解説
考青
1) 宮治 誠: カ ビ博士奮闘記 私, カ ビ の味方 で す.
講談社 , 東京, 2001.
2) Shim ada Y, New TM , Ha畠ebe- Ki8hi F, Su zllk i li
(分担) : Dyn amics Of contractile protein s c o n-
8tittlting m ycofibrils in liv l ng m tl SCle cel18･ In
Mofibrilloge n e8i (Dipak K Ded), p2 1139, Birkh一
旦u s er , Bo stoTl, 2001.
解醗 . その 他
1) 宮治 誠: 海外学術調査で垣間見た こ と一南米 へ の
旅立ち . 文芸広場1月号, 49: 30-35, 2001.
2) 宮治 誠: 海外学術調査で垣間見た こ と- ベ ネズ エ
ラ雑感 . 文芸広場2月号 ,49: 26-33, 2001.
3) 宮治 誠: 海外学術調査で垣間見た こと - レ ニ ン グ
ラ ー ド (サ ン ク ト ペ テ ル ス プ ル グ) へ . 文芸広場3
月号, 49: 24128, 2001.
4) 宮治 誠: 海外学術調査で垣間見た こと - 外国で 見
られ る恐ろしい カ ビ の感染症 ( 輸入真菌症). 文芸
広場4月号, 49: 28131, 20Ol.
5) 官給 誠: 海外学術爾査で垣間見たこ と - 外国 で見
られる恐ろ しい カ ビの 感染症(輸入真菌症) コ ク シ
ジ オ イ デ ス 症. 文芸広場5月号, 49:,26-28, 2001.
6) 宮治 誠: 海外学術調査で垣間見た こと - ブ ラ ジ ル
色 々 (東洋人街). 文芸広場6月号 , 49: 26･29,
2001.
7) 宮治 誠: 海外学術調査で垣間見た こと - ブ ラ ジ ル
色々 フ ァ ベ - ラ潜入記 . 文芸広場7月号 , 49:24-
28, 2001.
8) 官給 誠 : 海外学術調査で 垣間見た こと - ブ ラ ジ ル
色々 犯罪事情 (読). 文芸広場8月号, 49: 26-29,
2001.
9) 宮治 誠 : 海外学術調査で垣間見たこ と - ブラ ジ ル
色 々 イ ン フ レ ー シ ョ ン . 文芸広場9月号 , 49:26-
29
,
2001.
10) 宮治 誠: 海外学術調査で垣間見た こと-ブ ラジ ル
色々 刑務所暴動 . 文芸広場10月号 , 49: 2 4-2 7,
2001.
ll) 宮治 誠: 海外学術調査で垣間見た こと-ブ ラ ジ ル
色 々 ペ ル ー の 秘薬 ｢マ カ+, 文芸広場11月号, 49:
22- 24, 2001.
12) 宮治 誠 : 海外学術調査で垣間見た こと - ブ ラ ジ ル
色 々 ゲス ト - ウ ス に て . 文芸広場12月号, 49:2 2-
26, 2001.
13) 宮治 誠 : 自著紹介 ｢カ ビ博士奮闘記 私カ ビの 味
方で す+, I.iS A Vol. 08, No. 12, 2001.
穂艶
1) MendesIGian nini M J, Taylo r M I+, Bo uchar aJB,
B11rger E, Calich V L, EB Calante E D, 日8n n aSA,
Len ziEL, M achado M P, Miyaji M , M o nteir o Da
Silva JL, M ota E M, Re strepoA, Restr epo S,
Tr o n chin G, Vincenzi IJR , Ⅹidieh CF, Ze nte n oE .
Pathogene畠is II: fu ngal r e spo nB e8tO host r e s-
po n B eS :interaction ofhost cells with fu ngi. Med
Myco138(Sup pl 1): 113-23, 2000.
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2) Restrepo A, Bau mgardner DJ, Bagagli A, Cooper
C R, M cGin nis M R, La zer a M S, Barbosa F H,
B.o 白COS M, Ca ma rgo ZP, Coelho IくIR, FortesST,
Fra n c oM , M o nte n egr oM R, San o A, W a nke B :
Clu母S tO the preserLCeOfpathogenicfungl l nC erta-
in e n viro n me nts . N ed Myco138Stip ple 1: 67- 77,
2000.
3) 宮治 誠 : コ ク シ ジオイ デ ス症 (Co ceidioido my-
co Bi8). 厚生労働省ホ ー ム ペ ー ジ : 感染症発生飼養
週報 : 感染症の言乱200年第51(12月18 日- 24 日)･
52週(12月25 El- 12月31日)合併号掲軌 (http://
idsc .nih.go .jp/kan s e n/kOO-g45/boo_51.html)
4) 官給 誠 , 佐野文子 : ヒ ス ト プ ラ ス マ 症 (HistoI
plasm o 畠i畠). 厚生労働省ホ ー ム ペ ー ジ: 感触症発生
調査週報 : 感染症の 話, 2001年第1週 (1月1 日 -
1月7 El) 掲載 (http://ids c.nih.go .]
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学会発表
国際学会 (特別講演)
1) M iya]
'
i M
,
Ni8him ura E, de Melo N R: Cl rre nt
topic白in m edic al m yc olog y. Joint m eting of the
2nd Co ngre 8 8 Of Asia Pacific Societyfor Medic al
Myc olog yandthe 5thC hin a-Japa nInter n atio nal
Co ngreB 白 Of Myc olog y. Ku nming, Chin a, Atlg1 231
25, 2001, A bstra ctp3.
国醇学会 (座長)
1) M iyaji M : Inte rn atio n al Sym po畠itl m Ofthe Cli-
nic al Re s earch and M edical Tr aining Pr oject,
Ca mpina.s , SP, Br a zil. Jan . 18-19, 2001.
2) FtLku shim aK: Sym po siu m o n Antifu ngal Agents
(ba sic). Joint m eting of the 2nd Congr e s of
Asia Pa cific So ciety fo r M edical Myc olog y and
the 5th C hin a-Japa nlnter n ational Congres s of
Myc olog y. Eu nming, C hina, Aug･ 23
-25, 2001,
A bstr a ctp96-103.
国際学会 (シ ンポジウ ム)
1) Sa no A : Ge n oty ping of Pa ra c o c cidioides br a sili-
ensis fro mtiss ues a mple s, Inte rn atio n al Sym po -
siu m of the Clin cal Rese a r ch a nd Medic al Train-
1ng Pr oject, Cam pin as, SP, Brazil. Ja m. 18-19.
2001.
国頗学会 (一 般演題)
1) Abliz P, Fukushim a Iく, Takiz a w aa, Nishim ur 8
K, Miyaji M, Ya ng 氏, W azlg WL, AoJIl,Li R Y:
Identificatio n ofthefir sti8Olate8 0f 升ichospoT
10 n
a 8 ahiiva r. aB ahii fr o m dis seminated tricho 8PO･
r o n o sis in China . Joint m eeting of the 2nd Con-
gr es of Asia Pacific Society for Medic al Myc o･
1og y a nd the 5tll Chin a-Japan lntern atio n al
CongresB Of Myc olog y. Ktln rning, C hin a, Ang123･
25,2001, A bstr actp179.
2) Takaha shiI, Ftlkushim a汰, Nishim u r atく, M iyaji
M , Asar10 Ⅰく, Iim ka 冗 : Specieside ntificatio n
and Btr &in ty ping of m edically im porta ntfungi
by PC R- single Str a ndc onform atio npolym orphi8m
of ril〕oB O mal D N A. Joint m eeting of the 2nd
Congre 8 $ Of Asia Pa cific Society for M edical
Myc olog ya ndthe 5thChin a･Japan Internation al
Co ngress of Mycolog y. Kunming, Chin a, Åug .23
-
25,2001, Abstr actP194.
3)Ita n oEN, Uno J, Sano A, Yarita K , Mikami Y,
M iyaji M, Ni8him tl r a : Detection of @43ge n e
a nd beta 1
,
3 glu ca n of Pa r ac o c eidloide sbT
･a Sllt-
e n sis a nd lgG from the blood of experim entally
infected mic e. XXVI M eeting of the Br a zilian
Society of lm m tln Olog yCa mpos de Jordao, SP,
Brazil. October,7-10, 2001, Abstr a ct, Po8terNo.
111.
4) Kam ei K, W ata nabe A, Ito J, Nishim ur aK, M i-
y8ji･ M : Anti-leuko cyte activity of the c ultu r e
filtrate of AspeT
･
gillusfu migatus . Joint m eeting
of the 2nd Co ngress of ABia Pa･cific So ciety for
M edic al Myc olog y and the 5tb Chin か Japan
lnte rn atio nal Congres s Of Myc olog y. Kun mirlg,
C hin a, Åug. 23-25, 2001, A bstra ctp190･
5) M elo NR, M iyaji M, Taguchi H, FuktlShim a K,
Nishim u ra E, Jorge JJ, Pedro RJ, Alm eida OP :
Fu ngal flor a of liIV-infected patients, Campl n aS
UniverBity, Sa o Pa ulo, Bra乙ilL IX En contro 血
So ciedade Br a sileir a de PeBqui組 dor e s N ikkeis .
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BatlnZ
,
S孟o paulo
,
August16-18, 2001.
6) Andr ade VS, S8rubbo I,A, Fukushirn a K, Miyaji
M , Nishim llra K, Ca mpo8 Takaki G M: Extr a-
cell11a rpr Ote aSe Sfr o m mycelialgro wth of M uc or
circiTWlloides, SB Bq2001(So ciedade Br a sileir ade
Bioqui mic a eBiologia M olecular) ⅩⅩⅩ Relmion
An 11al Pr ogra m ae Res um o 8, p85. Ca x a mbu 19a
22 de m aio, 2001.
国内学会 (シンポジウ ム)
1) 亀井克彦, 渡辺 哲 , 西村和子 , 宮治 誠 : AspeT･ -
gillusfuTnigatu sの 白血球障害因子に関す る 検討 .
第45回日本医真歯学会総会 抄録亀 p55, 2001.
国内学会 (座長)
1) 官治 誠 : Foreign㊤r
'
8 W orkshop, 第45回日 本医
真蘭学金線会 抄録集, p15, 201.
2) 福島和貴 :第45回日本医真菌学会総会, 東京, 2001.
国内学会 (For oign er
'
s W orkshop)
1) A bliz P, 福島和貴, 滝薄暮代子, 西村和子 , 官給
誠 : 中国で最初の播種性ト 1) コ ス ボ ロ ン 症 の原因菌
の 同定 . 第45回El本医異菌学会絶会, 抄録集 , p67,
2001.
国内学会 (- 般沃産)
1) 高橋一 朗, 福島和貴, 官給 誠, 西村和子 , 浅野 一
弘 深見洋 一 , 飯塚 - : Trichophyto n r ubT u Tn に
おける種内多型の解析 . 第45Bl日本医真歯学会総会,
真菌誌42(増刊1号), 82, 2001.
2) 佐野文子, 上田八千代, 猪股智夫, 田村美貴 , 池田
輝男 , 亀井克彦, 木 内明男 , 宮治 誠 , 西村和子 :
本邦で発生 したイ ヌ の ヒ ス ト プ ラ ス マ 症 2例 . 第22
回関軍医真菌懇話会. 鋳潰抄録亀 9, 201.
3) 仁戸田意和, 福島和貴, 西村和子, 宮治 誠 : 病原
性黒色真菌 Fon sec a e apedT10 SOlの 細胞外酵素 P h-
e n olo xidas8 生産性の検討 , 第45回日本医真蘭学会
総会 . 真菌誌42(増刊1号), 86, 2001.
4) 岸 フ ク子 , 西村和子, 田中玲子 , 宮治 誠 : Ex-
ophLala spinifeT aの 骨組織 へ の侵入性に つ い て . 節
45回日本医真蘭学会総会, 真菌誌42( 増刊1号),
93, 2001.
5) 栗田啓幸, 伊藤恵美子, 大荒田素子 , 宮治 誠 : ヒ
ト多形核白血球の Para c occu ioides bT･a BilieTLSIs に
対する抗菌性 : F hlC O n a Z Ole と の相乗効果 . 第45回
日本医真菌学会総会, 真菌誌42( 増刊1号). 100,
2001.
6) 鎗EE[響子, 宇野 潤, 佐野文子, Itan o E N, 三 上
嚢 , 西村和子 , 宮治 誠 : Pa r a c o c cidio de sbT･a Sili-
e n sis の ミ ク ロ 液体希釈法に よ る薬剤感受性 に 関す
る検討. 第45回日本医真南学会総会 ,.其菌誌 ( 増刊
1号), 104, 2001.
7) 掘江義一 , Abliz P, 西村和子, 宮治 誠 , 福島和瓦
草 書愉, Ca mpo8-Takaki G M: 自然界 に 糾ナる
Aspe rgillLBSfzL migatus と そ の近縁菌の 分布 に つ い
て . 第45回日本医真南学会解会 , 真菌誌42(増刊1
号), 77, 2001.
8) 斉藤久菓子, 楕 嘩司, 高橋 一 朗 , 浅野 一 弘, 福島
和貴 , 西村和子, 宮治 誠 , 深見洋 一 , 飯塚 - :
旭川医大付属病院における真南の分離状況 . 第45回
日本医真蘭学会給金, 臭薗誌42(増刊 1号), 78,
2001.
9) 佐野文子, 上田八千代, 猪股智夫, 田村美景, 池田
輝男 , 亀井克彦, 木内明男 , 宮治 誠 , 西村和子 :
. 本邦 で 発生 したイ ヌ の ヒ ス ト プ ラ ス マ 症2例に つ い
て . 第45回日本医真菌学会総会 , 真菌誌42(増刊 1
号), 80, 2■001.
10) 滝帝香代子, 福島和貴, Moretti-Bran chin主 M L,
西村和子, 宮治 誠 : ブ ラ ジ ル ･ カ ン ビ ー ナ ス 大学
付属病院中央検査部にお い て分離され た病原性酵母
に つ い て . 第45回 日本医真菌学会総会, 真菌誌42
(増刊1号), 78, 2001.
ll) 上田八千代, 佐野文子, 田村美貴, 三上 嚢, 鴬巣
月美, 西村和子 , 宮治 誠 : 東京都で発症 したイ ヌ
の ヒ ス ト プ ラ ス マ 症 の 1例 . 平成13年度EI本小動物
獣医学会 (東京), 講演抄録, p28, 2001.
12) 亀井克彦, 佐野文子, 西村和子 , 官給 誠 , 岡部信
彦 , 上原至雅 : わが国における輸入真菌症 の発生動
向爾査. 第45回日本医実歯学全輪会 , 真菌誌42 (増
刊1号), 78, 2001.
13) 西村和子, B]村美景 , 佐野文子 , 三上 嚢, 宮治
誠 : ヒ ス ト プ ラ ス マ 症 の遺伝子診断と分子疫学 . 第
45回日本医真南学会給金, 真菌誌42 ( 増刊1号),
80
,
2001.
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14) 城山耕治 , 王 鼠 伊藤純子, 宮治 誠 , 西村和子 :
Spor othrix 8Che'ICh iiの チ ト ク ロ
ー ム b適伝子 に よ
る.同定と系統関係 . 第45回日本医真菌学会給金, 真
菌諌42( 増刊1号), 81, 2001.
15) 王 麓, 横山耕治, 宮治 乱 西村和子:Fusa T
･iu Tn
属菌 ( 臨床分離株)の チ ト ク ロ ー ム b過伝子に よる
同定と系統関係. 第45回日本医真菌学会総会, 真菌
誌42(増刊1号), 81, 2001.
16) 今西由E, 横山排治, 官給 誠, 西村和子 : C h-
dida albic an 8の 発芽管形成の 解析. 第45回日本医
真蘭学会総会, 真菌誌42(増刊1号), 84, 2001.
17) 高橋容子, 田中玲子, 福島和食, 西村和子 : TrichoI
phyto nT
･ubruTn の ウ レ ア ー ゼ 活性に つ い て の検 札
第45回E]本医真蘭学会総会, 真菌藷42(増刊1号),
86. 2001.
18) 渡辺 哲, 亀井克彦, 関根利 一 , 和久真弓, 伊藤純
子 , 西村和子, 宮治 誠 : AspeT
･
glllu sfLE miga亡us
の 培養上清中に含まれる病原因子に つ い て の検討 .
第45回日本医真蘭学金縁会, 真菌誌42( 増刊1号),
86, 2001.
19) 佐野文子, 上田八千代, 猪股智夫, 田村美貴, 池田
輝男, 亀井克彦, 木内明男, 宮治 誠 , 西村和子 :
本邦で発症したイ ヌ の ヒ ス ト プ ラ ス マ症2例に つ い
て . 第12回関東甲信越療治療とEl和見感染症研究会,
2001.
20) 岸 フ ク子, 西村和子 , 楊 発枝, 佐野文子, 田中
玲子 , 宮治 誠 : Ex ophiala 8PinifeT.a の 骨組織 へ
の侵入性に つ い て . 第6回千葉真菌症研究会学術帝
演会 , 千葉, 2001.
国帝交流活動
1) 宮治は国際協力事業団 (JIC A) の プ ロ ジ ェ ク ト と
して 創設された ブ ラ ジ ル 国力 ン ビ ー ナ ス 大学臨宋研
究プ ロ ジ ェ ク ト で 主催され たIntern ational Sym -
po 8itl m Of the Clin cal Re8ea.rCh and M edical
Tr aining Pr oject の 組織委旦, 学術委員, カ ン フ 7
レ ン ス 座長として運営な らびに参加した (2001年 1
月18, 19 日, カ ン ビ ー ナ ス 大学で 開催).
宮治は本学児島呂樹主計課長な らびに本セ ン タ -
鈴木保久前事務長とと もに カ ン ビ ー ナ ス 大学視察
(2月9 H- 19 日) に 同行し , 国際活動の実情に つ
い て説明した. ま た カ ン ビ ー ナ ス 大学と の大学間協
定締結の 綿密な取りまとめを行い , 本学磯野可 - 翠
長 の参加を得た調印式 (9月3 日) が行われた.
福島は真歯学, 特に適伝分子生物学に関わる調査
研究の ため同プ ロ ジ ェ ク ト短期専門家として訪問し･
た (滞在期間 :9月1日 - 9月16日),
宵治はJIC Aの短期専門家として 訪問, プ ロ ジ ェ
ク ト終了時評価調査を行 っ た( 滞在期間:11月25 日
- 12月9 日).
佐野は同プ ロ ジ ェ ク ト短期専門家として 肪間し,
シ ン ポ ジ ウ ム参加と研究打ち合わせを行 っ た (滞在
期間 ;1月7 E】- 1月28 日).
海外出張
1) 宮治 誠: ブ ラ ジ ル 国力 ン ビ ー ナ ス 大学臨沫研究プ
ロ ジ ェ ク ト における共同研究の研究方針の確憩およ
び真菌症実習蕃の共同出版の 打ち合わせのた め出張
(期間 :2001年5月16日 - 30El).
2) 宮治 誠: Joint m8 etirlg Of the 271d Co ngress Of
A8ia Pacific Society for Medic al Mycolog y and
the 5th C hin a-Japan Inter national Congre8 0f
Myc olog y. Etl nming, Chin a, Allg. 23-25, 2001の
諮問委見な らびに特別費競演者として出席した (期
間 :2001年8月20日 - 24日).
3) 福島和貴 :Joint m eeting of the 2nd Co ngr e s sOf
ABia Pacific Society fo r Medical Myc olog y‾aJld
the 5th Chin a-Japa nInter natio n al Co ngr ess of ”
ycolog y. Eu n ming, Chin a, Allg . 23-25, 2001の 組
織委旦, ･?-ン ポ ジ ウ ム座長およぴポ ス タ
- セ ッ シ ョ
ン 発表 のため出張 (期間 : 2001年8月20 日- 24 日).
国際共同研究
1) エ イ ズ患者に わける真菌症に関する研究 : カ ウ ン タ ー
パ ー ト
,
ブ ラ ジ ル 国 力 ン ビ ー ナ ス大学 , Franci8C O
Hide o Aoki主任黄師 , M a ria Llliza M or etti Br a n-
chini教授, Plinio Trav a 8 S O医師.
2) バ ラ コ ク シ ジ オイ デ ス症 に関する研究 : カ ウ ン タ ー
パ ー ト
,
ブ ラ ジ ル国サ ン パ ウ ロ 大学生物医学研究所
免疫学教室 Eva Btl rge r助教授, ブ ラ ジ ル 国国立サ
ン パ ウ ロ 医科大学 , 病 理 ･ 解剖学教室 M a r c ello
Fr a rlC O教授 , ブラ ジ ル 国 サ ン パ ウ ロ 州立大学 ポ ッ
か ソ校医学部病理学教室, Julio Defave ri助教授 .
3) 接合薗の 菌学に関する研究 : カ ウ ン タ ー パ ー ト , プ
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ラ ジ ル 国 ペ ル ナ ン ブ コ カ ソ リ ッ ク大学環境科学研究
所 Galba M aria de Ca mpo貞一Takaki教授 .
4) 抗真菌剤の 化学的研究 : カ ウ ン タ - パ ー ト, ブ ラ ジ
ル 国 ペ ル ナ ン ブ コ カ ソ リ ッ ク大学環境科学研究所
Kao ru Okada助教授 .
5) 皮膚真菌症の 同定, 系統, 分現 に 関する研究 : カ ウ
ン タ ー バ ー tL , 韓国 ソ ウ ル大学医学部皮膚科 金正
愛助教授 .
共同利用研究 (国内)
1) 河合里 - ･ 星薬科大学 ･ 教授, 細江智夫 ･ 同 ･ 助手
: 菌類の 産生する生理痛催物質の研究 .
2) 河合 滑･ 中京女子大学 ･ 教授 : 真菌産生有毒キノ
ン色素の毒性発現機序に関する生化学的研究 .
3) 今津道夫 ･ 信州大学 ･ 助教授 : 絶対寄生菌類に おけ
る生活史の文化と個体群の遭伝的構造の解析
4) 堀江義一 ･ 千葉県立中央博物館 ･ 部長 : ブ ラ ジ ル土
壌中の病原真菌わよび カ ビ轟生産菌の 生態学的研究
5) 仁川 健 ･ 徳島大学 ･ 助手 : 高脂肪食摂取に伴う真
菌感染に対する感受性およびサ イ ト カ イ ン産生髄の
変動
6) 近藤博信 ･ 金城学院大学 ･ 教授 =卑事法の 感染防御
髄にお よ ぼす影響
学会意動
1) 宮治 誠:Inter n atio n al Sym po sillm Of the Clini-
c al Re search a nd Medical Tr ainitlg Pr o]
'
ect の組織
委旦, 学術季長.
2) 宮治 誠 : Joint m e eting of the 2nd Co ngr e s sOf
Asia Pacific So ciety for Medical Mycolog y a nd
the 5th C hin a-Japan lntern atio nal Co rlgr e S 昌Of
Myc ology の静間委員
3) 福島和貴: Joint m eeting of the and Co ngr e s of
As ia Pacific Society for Medic al M yc olog y a nd
the 5th C hina -Japa n lntern ational Co ngr e 昌S Of
Myc olog yの組織委旦
普及活動
新聞
1) 官給 誠:｢カ ビ の シ ン ポ ジ ウ ム : 人 の 往来で疾病
輸出入も+ サ ン パ ウ ロ 新軌 2001年1月24B.
ラ ジオ ･ テ レ ビ出演
1) 宮治 誠: CS朝日 朝EIニ ュ ー ス タ ー ジ ャ ー ナ
ル A ｢カ ビ はイイや つ ? ワ ル イ や つ+ 8月15日放
映, 201.
2) 宮治 誠 : NEE (ラ ジ オ)｢おし ゃ ペ り クイ ズ ･ 疑
問の館 カ ビ の お話+10月29 日放送, 2001.
3) 官給 誠:文化放送 (ラ ジ オ) ｢吉田照美の や る気
まんまん 興味津々 カ ビ の 話+11月7 日放送 , 2001.
講演
1) 佐野文子:動物の 輸入真菌症. 練馬小動物臨床研究
会 二 勉強会 . 光 ケ丘第 一 ホ テ ル . 2001年7月22 B.
科学研究糞. 助成金
研究報告書
1) 宮治 誠 (代表), 分担 : 西村和子, 福島和貴 , 三上
嚢, 横山新治, 田中玲子, ｢病原真菌 ･ 放線菌の系統
保存にかか わる遺伝子とそ の発環 (10307006)+, 辛
成13年度文部科学省研究費補助金 (基盤研究A)
70万円.
2) 宮治 誠 (分担), 福島和貴 (分担), 西村和子 (代
表), 科学技術振興調整費 ｢ 病原真菌 ･ 放線菌の 適
伝資源の国際的拠点形成の ため の基盤整備+ 1億円.
3) 福島和貴(分担), 堀江義 一 (代表)｢ブラ ジ ル に お
ける土壌中の カ ビ毒生産菌とヒ トの病原其菌の生態 ･
分布と種多様性+, 平成13年度文部科学省研究費補
助金(基盤研究 B)440万円.
4) 大荒田素子(代表), ｢栄養の感染防御俄 に 対する影
響一免疫神経内分泌系との関係に おい て - + 平成13
年度文部省科学研究費補助金 (萌芽的研究)70万円,
研究成果報告書 .
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